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わたしの隣人に対して、一人のキリストになろう
行って、あなたも同じようにしなさい。

ルカによる福音書 10章 37節
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イエスは、わたしたちのために、命を捨ててくださいました。

そのことによって、わたしたちは愛を知りました。

ヨハネの手紙一　3章 16 節 ・ 新共同訳



シリーズ説教

　さて、「わたしは良い羊飼いである」という

言葉は、ギリシャ語原文では、「エゴー エイ

ミ」と始まっています。「エゴー エイミ」は、

特にヨハネによる福音書に数多くみられる定

型句になります。たとえば「わたしは道であ

り、真理であり、命である」というイエスの

言葉は「エゴー  エイミ」で始まっています

し、「わたしが命のパンである」「わたしは世

の光である」と、この福音書だけでも 40

回、この定型句が用いられています。

　また興味深いことに、ギリシャ語訳旧約聖

書によると、主なる神がアブラハムに「わた

しは全能の神である」（創世記 17章 1 節）と

言われるなど、神がご自身を言い表す際、同

じ「エゴー エイミ」という表現が用いられて

いるのです。旧約以来。主なる神はこの表現

により、ご自身を表して来られたということ

がわかります。そしてこれは、主イエスにも

引き継がれ、主イエスが「エゴー エイミ」と

言われる時、それはイエスを通して、神ご自

身が顕現されているというのです。

　「わたしは良い羊飼いである」と言われる

時、そのイエスを通して神が顕現されるとい

うことであり、この神の御心は、すべての人

の罪の赦しのために、御子イエスに十字架の

死を遂げさせるところに示されているという

ことなのです。

　ルーテル教会の聖餐理解について、触れて

おきたいと思います。聖餐の設定は、主イエ

スがいわゆる最後の晩餐において告げられた

言葉を、その内容としています。コリントの

信徒への手紙一 11章 23 節以下に次のように

あります（聖書略）。この主イエスの言葉を聞

く、これがルーテル教会の礼拝における頂点

の一つとなっています。他の 2つの頂点を合

わせ、いずれも頂点となっているのは、御言

葉を聞くことにあるとわかります。

　ここでルーテル教会の聖餐理解になります

が、それはパンとぶどう酒に「現在する」と

理解されます。「現に在す」という意味です。

「これはわたしの体である」「これはわたしの

血である」というキリストの言葉と結びつい

て、キリストはパンと共に、パンのうちにあ

るいはぶどう酒と共に、そのうちにおられる

ということなのです。

　「これはわたしの体である」「これはわたし

の血である」と言われた言葉は、まさに「エ

ゴー エイミ」「私は　である」と言われる主

の言葉と重なるように思われるのです。「これ

はわたしの体である」「これは、あなたがたと

多くの人のために流されたわたしの血であ

る」。この言葉に、この言葉が示す出来事、す

なわちキリストの十字架の死において、神が

現れてくださっているということです。

　ヨハネの手紙一 ３章 16 節以下に次のよう

にありました（聖書略）。この言葉はまさに、

キリストの十字架こそ、神の愛であると示し

ていると言えるでしょう。主イエスは、「わた

しは良い羊飼いである」と、神がイエスを通

して顕現されたことを言い表しているので

す。その神の御心は、私たちの罪の赦しのた

めに、主イエスは十字架の上で命を捨てられ

たことの中に示されているのであって、これ

こそ「良い羊飼い」、神にふさわしく神に喜ば

れる、私たちの羊飼いなのです。ここに神の

愛が現れているのであって、この愛を知り、

この愛によって、今という時を生かされるの

です。「わたしである」と言われる主の言葉

に、神の愛を聞き取って、すべての人と共に

歩んでまいりましょう。（復活節第 4）

「愛を知りました。」　　　　佐藤和宏牧師

　　　ヨハネによる福音書 10章 11‑18 節



　新約聖書に七つの書簡(3)を残した使徒パウ

ロは「キリストはわたしたちの罪のために死

んでくださった」(コリント一 15 章 3 節）

と、贖罪死に言及しているが、それらはいず

れも前代から受け継いだものであった、と述

べているので、類似内容の「神は罪を贖う牲

え（いけにえ）としてみ子」（ローマ 8章 3

節）を用いられたというロマ書の表現も先代

の言い伝えを彼が継承したものと理解でき

る。

　そこで私たちは、キリストの十字架上の刑

死を罪の赦しの贖罪死とする見方が、いつ、

どこで成立したのか、という大きな疑問の前

に押し出される。

　手始めに、ユダヤ教の聖典・旧約聖書に源

流を辿るとすれば、人の子の使命と受難を暗

示する「彼は、私たちの背きの故に刺し貫か

れ、私たちの悪の故に、打ち砕かれた」と、

「主の僕」の十字架の道を予見する第二イザヤ

53章を迷うことなく最初に上げることができ

よう。

　第二は「神は、イスラエルの悪を赦し、彼

らの罪を思い起こさない」と、神と民との契

約の場で宣言されたエレミヤ書（31 章:34

節）である。この章句は「あなた方（弟子た

ち）のために流される私の血」（ルカ 22 章

20 節）の遡源であると言われている(4)。

　第三は、モーセが神と民との仲介者として

若い牡牛の血を祭壇に注いだ後、契約の内容

を民に説いて確約させ、祭壇同様民にも振り

かけ、神と民との血による契約の締結を果た

した出エジプト記(24 章:6～8節)の故事来歴

に見ることができる。

　ここでは血の献げ物（若い雄牛）が和解と

契約を成し遂げ、民族を救いに導く前提にな

っているが、それらはいずれもキリストの十

字架刑死の解釈に決定的な影響を与えたこと

に疑問の余地がない。

　ところで、四つの共観福音書が同じ内容の

旧約思想を共有しながら、マタイ福音書のみ

が突出して贖罪死観を採用した理由は、一体

どこにあっただろうか。

　再び、大きな疑問の前に押し出される。そ

こで、解明の手掛かりを得るため、私たちは

マタイの置かれた当時の状況に立ち入る必要

がある。

　マタイは、使徒パウロと同様にギリシャに

精通したユダヤ人で、ヘレニズム世界のディ

アスポラを舞台に開拓伝道に従事し、教会形

成に献身したと言われている(5)。

　憶測の域を出ないのですが、十字架にまつ

わる流言蜚語の飛びかう異邦人社会委にあっ

て彼は、イエスの刑死の意味を旗幟鮮明に打

ち出す必要性に迫られたのに違いありませ

ん。

　キリストの十字架の刑死を、罪の赦しの贖

罪死とみるマタイの立場は、その後擬似パウ

ロ書簡(5)にも受け継がれ、今日のキリスト教

会を支える中心的教義として定着(6)、併せ

て、洗礼や聖餐などの聖礼典（サクラメン

ト）を厳守し、連綿と制度を維持して来

た。

　キリストの十字架こそが、福音の中心であ

り、信仰の基礎を形成する、と語った神学者

ヘンゲルの言葉こそ至言というべきであろう

(7)。

注釈　（3）加藤隆著『「新約聖書」とその時代』

　NHK 出版 2010 年 138 頁／パウロ七文書（成

立順 Ⅰテサロニケ　ガラテヤ書　Ⅰ・Ⅱコリント

人への手紙、ローマ人へ　ピリピ人へ）

（4）フランシスコ会「聖書」　2013 年 2099 頁

　註４

（5）田川建三訳書「新約聖書」（訳と註）第一巻

　作品社 2009 年 862 頁／ 868頁

（6）擬似パウロ書にみる贖罪死の記事、エフェソ

五:2　第一テモテ二:6　テトス 二:14

（7）八木誠一著「回心イエスが見つけた泉へ」　

ぷねうま舎 2016 年 218 頁

※前月号の本稿にて誤りがありました。「終結」（正）

「集結」（誤）　お詫びし訂正いたします。（編）

●キリストの十字架　尾◯◯壽



しているということです。

　そのような中、私たちはどのようにしたら

よいか、話し合うことが求められていると言

えるでしょう。自分たちの教会のことだけで

はなく、どのような協力ができるのかを、役

員会だけではなく、信徒の皆さんも共に考え

てみることは大切だと思います。　

　5つの教会（都南、雪ヶ谷、田園調布、大

岡山、藤が丘）の牧師会では、6月に講壇交

換を計画しています。まずは顔を合わせる機

会を作ろうということです。これを機に、協

力体制について考え始めることが出来ればと

願います。

　また教会内への配慮も必要です。教会とし

て、皆さんのところに赴き、礼拝（聖餐式）

をともに出来ればと思っています。ご希望の

方は遠慮なくお申し出ください。（佐藤）　

14 日 ◯田◯兄　◯嘉恵◯子姉　

15日 上◯◯哉兄　17日 ◯田◯恵姉

21日 ◯藤◯子姉　25日 ◯野◯兄

26日 ◯谷かな◯姉　27日 ◯田◯子

姉

今月、受洗記念日を迎えた方々

おめでとうございます。

●女性会だより

4 月 21 日　11 名出席

　　司会、◯山姉　　讃美歌　95番

１　聖書の学び

　　マタイによる福音書　26章 40 節

　　わかっているようでわからなかった箇

　所である→人間の期待と神の御心が入り

　組んでいる。

　　キリストと弟子達との有名な場面。祈

　るイエスと眠る弟子達。眠る弟子達こそ

　私達の姿であり、眠っている私達を主は

　受けとめてくれる。そこに信仰がある。

　　

２　女性会例会

　あり方検討委員会について

　委員の募集の説明

　各教会で問題を提議していく。

　6月 7日、8日の連盟総大会について

３　その他

　　5月からの例会は礼拝終了後にそれぞ

　れ昼食を取った後から始める。

　　　　　次回例会は 5月 19 日

　4月より、城南神奈川地区に属する 12教会

のううち、単独教会は藤が丘教会を含め、4教

会となりました。残りの 8教会は次のように

兼牧体制となっています。雪ヶ谷と田園調

布、蒲田と横須賀、日吉と横浜、湯河原と小

田原の 4組です。地区外では、千葉教会と津

田沼教会が 4月より、新たに兼牧体制となっ

ています。首都圏でこれほど兼牧体制が見ら

れたことは、かつてなかったと思います。今

後減るどころか、この傾向が一層強まること

が予測されます。それほど牧師不足が深刻化

☜スマートフォン

で、こちらの QR コー

ドを読み込むと、教会

のさまざまな情報を、

確認出来ます。

●牧師室より


